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１．研究の背景 

本校は，平成６年度から全学年で週１時間，学級担任と ALT で，音声を中心とした英語活動に取り組んで

きた。継続実践する中で，高学年の学習意欲が低下するという課題があり，平成 14 年度からは，第６学年で

は，中学校英語科教員と ALT，担任で指導し，アルファベットを読んだり書いたりする学習とともに，音声

と文字をつなぐ学習を取り入れてきた。６年生の学習意欲は高まり，文字の自然な定着も見られた。しかし，

中学校入学後の１年生の英語学習に関するアンケートによると，英語学習の難しさは文字に関することが多

く，音声と文字をつなぐ系統的な文字指導が課題であった。平成 23～25 年度までの３年間，文部科学省研究

開発学校として，小中連携を図りながら小学校３～６年生で教科「外国語」の研究に取り組んできた。平成

24 年度から，文字導入の試案を作成し，それに沿って段階的に文字に触れる活動を試みた。その結果，児童

は，実践した活動に対して大きな抵抗感なく取り組んだ。第３学年から，文字を読んだり書いたりすること

に親しみ，音声と文字をつなぐ音韻認識が少しずつ育っていく様子が見られた。高学年になって，ある程度

の量の英文を使って紹介したり，演じたりする学習経験から文字の必要感が高まった。従来から電子黒板で

文字を提示したりしてきたが，児童が文字学習に興味をもって取り組むためには，電子黒板やタブレット等

を効果的に活用することが有効であろうと考えた。また，文字を習得したり，他者とコミュニケーションを

行ったりする上で大きな手立てとなると考え，研究を行うこととした。 

 

２．研究の目的 

平成 27 年度から教育課程特例校として，第１・２学年は英語活動を，第３学年から教科「外国語」

として開始する。電子黒板やタブレットを用いた文字指導やコミュニケーション能力の育成をめざした

授業づくりに取り組む。教師主体で一斉に電子黒板を使った文字指導を行ったり，タブレット等を活用

して，個別学習によるアルファベットの文字学習や音韻認識を高める指導，また，グループにより，音

声で学んだ表現を文字で確認しながら読んだりする活動などを取り入れながら，小学校段階での文字指

導の在り方を研究する。また，普段の英語学習の場だけではなく，Meet the World 等で外国人に対して，

アート紹介を行う際に，発音指導や内容を聞き手に伝える学習時にタブレットを活用するなど，英語を

使ってプレゼンテーションする学習を通して，コミュニケーション能力をより高めていくものと考えた。 
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３． 研究の方法 

 「直島小中学校外国語学習指導指針」に基づき，小学校第 1・２学年は英語活動（学校裁量の時間），

第３～６学年で教科「外国語」を行っている。発達段階に沿った系統的な文字指導の在り方の研究を推

進するために，まず単元構成の方法を３つに分けた。 

Communication：Basic では，英語の音声やリズムに慣れ親しみ，コミュニケーションの基礎を学ぶよう

に単元を構成した。身近な題材で，基本的な表現や関連する語彙を，活動を工夫して楽しく練習したり，ペ

アでの対話を通して会話の仕方を学んだりする。基本的な文字学習も Basic で行う。Communication：Trail

では，課題に向かって，児童の内発的な表現意欲を生かして単元を構成する。設定した場面の中で，基本表

現を使って活動しながら，自分が知りたい表現を増やし，使いながら身に付けていく。単元によっては，異

学年交流を取り入れる。Communication：Expansion では，「地域発信型単元」を中心に，「総合的な学習の

時間」での「ふるさと学習」を生かして，実際に英語を使って交流する体験的な学習を行う。年 1回，Meet 

the World で，ALT との交流や直島のアート作品を紹介する活動も行う。このような３つの視点に基づいた単

元構成の中，Communication：Basic において，「読むこと」「書くこと」につながる系統的な文字指導の試

案を立てて，指導することとした。また，第３～５学年では，6 月に各学年の課題に沿った文字に関する単

元を実施し，その後は帯学習で理解と定着を図るとともに，児童の必要感に応じた文字を取り入れた。  

    

３つの視点に基づいた単元構成       

Communication:Basic       

英語の音声やリズムに慣れ親しみ，コミ 

ュニケーションの基礎を学ぶ単元 

Communication:Trial 

基本表現を使って活動しながら，自分が 

知りたい英語表現を増やして使う単元  

    
Communication:Expansion 

異文化や自分たちの生活や文化をテーマ 

に受信・発信する単元 

 

(1) 文字指導の計画 

児童の実態を把握し，「読むこと」「書くこと」につながる系統的な文字指導の試案を立案する。第

３～６学年の６月の文字に関する単元や帯活動での指導について指導計画を作成し，実践する。 

(2) 電子黒板やタブレットを活用した授業開発，English Time (5 校時前の 5 分間)での活用 

授業の一斉学習で，電子黒板を活用する。児童主体で，個別学習やグループ学習で取り組む場合は，

タブレットを使って学習する。また，English Time では，個別にアルファベット文字の学習や会話で

言えるようになった英文を音読すること，Meet the World でのアート紹介に向けて，グループでプレ

ゼンテーション力を高められるように活用した。年間 6 回研究授業を行い，ICT を活用した研修を深

めた。 

      文字指導試案 

学 年      目   標 

１・２年 ・歌やゲームで大文字に慣れ親しむ。 

３年 ・アルファベットの大文字・小文字を識別す

ることができる。 

４年 ・アルファベットの各文字には音があることを知

り，音をつないで身近な単語を読むことができる。

５年 ・身近な単語を読んだり，視写したりすることがで

きる。  

・「模擬リーディング」をすることができる。  

６年 ・各単元で，音声での活動に関連した「読むこと」・

「書くこと」ができる。 
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資料１：電子黒板を使って，アルファベット

ジングルによる発音練習をしている場面 

(3)意識調査，客観的な調査（児童英検等）より，成果や課題を明確にする。 

7 月と 12 月に児童に意識調査をし，英語学習への意欲を考察した。10 月に第３～６学年を対象に 

児童英検を行い，客観的な英語力を測った。第３・４学年は児童英検 BRONZE，第５・６学年，児 

童英検 SILVER を受験した。Meet the World 後に保護者や ALT にアンケートを実施し，効果を検証 

する。また，教員にアンケートをとり，研究意欲や英語指導力等の向上を検証する。 

 

４．研究の内容・経過 

（１）研究の経過 

平成 27 年度から教育課程特例校として，文字指導の在り方について研究を開始した。そこで，パナソ

ニック教育財団の助成金を得て，予算の範囲内で２名に 1 台のタブレットが使えるよう，11 台購入した。

夏季休業中にタブレット研修を行い，全教員がタブレットを使用できるようにした。 

電子黒板やタブレット等を活用した公開授業は以下の通り行った。 

 ○公開授業等 

  ①５月２０日（水） ２年 英語活動 「いくつあるの？」  

・電子黒板を利用した授業実践 

  ②６月２５日（木） ４年 外国語  「音の足し算」  

  ・デジタルコンテンツを開発した文字指導 

  ③９月１７日（木） ５年 外国語  「行ってみたい国」 

 ・コミュニケーションの評価について  ・ファーラー小との交流 

  ④１０月７日（水） ６年 外国語  「アド街ック in 直島」 

    ・Meet the World に向けたアート紹介について    

・タブレットを活用したプレゼンテーションについて 

  ⑤１１月５日（木） １年 英語活動 「かぞく」 

    ・電子黒板の活用 

  ⑥１月２１日（木） ３年 外国語  「教科」 

    ・コミュニケーション実技について  ・ファーラー小との交流 

  ⑦ Meet the World  １１月２８日（土） 

・県内外の ALT 25 名を招いて英語で交流，アート紹介 

（２）実践事例  

① デジタルコンテンツの開発 

これまで作成したデジタルコンテンツを修正，改善する

とともに，新たな教材を開発した。１つは、フォニックス

についての学習である。電子黒板で一斉に大文字・小文字

を練習した後，タブレットを見ながら音声と文字を確認し，

発音練習できるように，アルファベットジングルや直島に

ちなんだアルファベットジングルを作成した。また，３文

字からなる英単語クイズを作ったり，フラッシュカードの
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ように英単語をフラッシュさせるような教材を作成したりした。 

また，もう一つは，プレゼンテーション力向上をねらった教材である。Meet the World でのアー

ト紹介では，児童がグループごとに作成した紹介文を，ALT がモデルとして読む音声を取り入れた

教材を作成した。児童がリズムやイントネーションに気をつけて，英語らしく表現できるようタブ

レットを活用した。      

② 電子黒板を活用した授業研究（４年「音の足し算」） 

第３～５学年では，６月に各学年の課題に沿った文字に関す 

る単元を実施した。第４学年で，音と文字とのルールを学ぶ。 

音と文字をつなぐ単元で，文字には名前と音があるという理解 

を深め，３文字程度の単語について音を足して読むことについて

学んだ。音をつないで，身近な単語を読んだり，音を聞いてアル

ファベットを選び，単語を作るゲームをしたりした。また，四線上

に正しく書くことを意識しながら単語を書く練習もした。授業後，

電子黒板を使った，より効果的なアルファベット文字の提示の 

仕方や教材作成の工夫について議論することができた。                                                  

③ English Time でのタブレット活用 

  文字習得は個人差が大きく，習得に時間がかかる。５校時前の 

５分間で English Time の中で，６月と１２月を文字学習の時間

としている。その中で，タブレットにアルファベットジングルの

コンテンツを保存し，繰り返し練習できるようにした。個人差に

応じて，楽しみながら何度も練習できるので，児童から好評であ

った。自分のペースで意欲的に学習に取り組んでいた。                             

④ アート紹介に向けたプレゼンテーション練習でのタブレット

活用（第５・６学年） 

  毎年 11 月末に，県内外の ALT25 名を迎えて，Meet the World

という英語で交流する行事がある。午後からは，中学生とチーム

になり，直島のアート作品を英語で紹介する活動を行っている。

毎年，児童がアートの紹介文を作成するが，長い英文を覚えたり，

英語らしく表現したりすることに課題があった。そこで，グルー

プで紹介文を作成したのち，本校の ALT のモデルとなる音声を入

れてデジタルコンテンツを作成した。児童は，グループでタブレ

ットの画面を見ながら，リズムやイントネーションに気を付けて，

より英語らしく表現できるようになった。本番でも，ALT に動作

やジェスチャーを交えながら，上手にアート紹介をすることができた。このように，英語表現やコミ

ュニケーションの幅が広がり，外国人との実際のコミュニケーションにおいても充実感や達成感を感

じていた。 

資料２ 文字を見ながら、音を足し単

語を読んでいる場面 

資料３ English Time でのタブレット

を使っての文字学習の様子 

資料４ グループで、アートの紹介文

を練習している様子 
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⑤ インターネット回線を利用してのスカイプによるオーストラリ 

アのファーラー小学校との交流 

今年度第３～６学年で，オーストラリアで日本語を学習して

いる小学生と交流の機会をもつことができた。実際に，外国語

で学習していた内容をもとに，インターネット回線を利用した

スカイプを活用して電子黒板に映るオーストラリアの小学生を

見ながら，授業で習った表現を使って，上手にやりとりできた

ことは，英語で，「できた」「伝わった」喜びを感じる機会とな

った。 

じゃんけんゲーム，自己紹介，行ってみたい国，好きな教科について，お互いに伝え合った。ま

た，質問タイムでは，ファーラー小学校の児童は，日本語を勉強しているので，お互いが英語や日

本語を使って質問し合った。どちらの学校の児童もとても反応がよく，終始楽しく交流することが

できた。同年代の子供同士が交流することで，お互いの文化や学校生活についての違いを知り，な

お一層英語でコミュニケーションすることへの意欲につながった。 

 

５． 研究の成果 

（１）児童の意識調査から，文字学習への意欲は高まるとともに，コミュニケーション能力の向上につなが

った。                 

    児童の意識調査では，児童の英語学習への肯定感は，94.8％と高い結果であった。「文字があるほうが

分かりやすいですか」という質問では，特に第５・６学年は文字を扱うことに肯定的であった。児童 

の様子からも，各学年に設定した文字指導の試案は，おおよそ妥当なものだったと言える。 

Meet the World では，97.2%の児童が ALT と楽しく交流し，全ての児童が「勉強してきた英語を使

うことができた。」と振り返っている。また，参加した 86.2%の保護者が，「友だちや ALT と積極的に

コミュニケーションを図ろうとしていた。」と答えたり，97.0%の保護者が「児童の英語の力がついて

いる。」と回答したりしていた。参加した ALT からも，アート紹介では，「英語で積極的にコミュニケ

ーションしようとする姿勢がすばらしい。直島にある現代アート作品や家プロジェクト作品について

とてもよく分かった。」などとの回答が得られた。 

（２）アルファベットの音を捉えることが，音声と文 

字をつなぐ力につながっている。   

客観的調査からみて，文字学習をすることで，児

童は少しずつ文字に親しみ，音声と文字をつなぐ力

が育っている。「３つの単語を聞いて，共通する最

初の文字を書く調査」では，音声と文字をつなぐ学

習をしている４年生から，正答率が高くなっており，

音韻認識の力が育ってきていることが分かる。本校

は単学級であり，１学年が 15～22 名と児童数も少

資料５ 五郎丸選手を知っているか

を伝えようとしている様子 

 
音韻認識に関する調査から見る成果 

３つの単語を聞いて，共通する最初の文字を書く問題
実施時期：平成 24･25･27 年 3 月 対象：小 3～6 
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なく集団による学力差はある。しかし，文字指導の試案に沿って指導し，ICT 等の活用により，音声

と文字をつなぐ力が育ち，音声で聞いた単語や文を選ぶ力もついてきたと言える。 

 

（３）児童英検における文字分野での平均正答率は全国平均より高く，英語を理解する力がついている。 

   毎年 10 月に受験している児童英検 Bronze(３・４年)・

SILVER（５・６年）の結果では，全体的に平均正答率は

全国平均を上回っている。特に，SILVER の「文字」分野

の平均正答率においては顕著であり，文字学習の効果が表

れている。 

また，平成 19 年，平成 23 年，25 年，27 年の SILVER

における６年生の素点分布を比べてみると，全体的な平

均得点の上昇とともに，次第に個々の得点のばらつきが

減少している。文字指導を続けることによって，全員に

基礎的・基本的事項が定着し，英語を理解する力がつい

てきていると言える。  

                                                                

（４）教員への効果―定期的な研修が指導法の共通理解や教員 

の研究意欲につながった。 

理論研修や指導法研修のねらいを明確にして取り組んだことで，児童の実態に沿った各単元を構成す

る力が高まった。指導方法について共通理解し，各学年１回，研究授業を行うことで指導力向上に努めた。

理論研修では，発達段階に応じた系統的な文字指導について研修し，６月には文字指導についての研究授

業を行うことで，文字指導の試案に沿って共通理解を深めることができた。また，授業設計力や児童の評

価の見取り方についても，研究授業前の Pre 研修や研究授業で理解を深めることができた。12 月の「香川

の教育づくり」発表会では，全員一人一役を担い，「文字指導の在り方」について発表し，教員間の連携

強化につながり，研究組織体制の活性化が図れた。夏季研修中の ICT 機器やタブレット研修は，楽しみな

がら，実際の授業についてどう活用していくかについて学ぶことができた。 

    教員アンケートでは，全員が「文字指導の目標や内容について，だいたいのイメージがもてた。」と回

答し，89.0％の教員が，外国語の指導が楽しいと感じている。また，ICT 研修も含めた外国語指導につい

ての研修では，全員が「学びを深めることができた。」と回答している。 

 

６．今後の課題・展望 

(1)小学校段階で，アルファベットを使って，音と文字をつなぐ力を育てること，小文字を使って活動する

ことに慣れておくことが「読むこと」「書くこと」の素地になる。文字を扱うことには時間がかかり，個

人差の拡大も予想されるので，スモールステップで丁寧な指導を継続的に行うことが必要である。 

(2)音声と文字をつなぐための教材の工夫が必要である。さらに，デジタルコンテンツによる教材開発を行

い，English Time 等で，タブレット等による文字学習で活用していきたい。また，今年度活用した英文

 

図２ 児童英検 SILVER による調査結果 
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の文字を見ながら，英語で表現する場面での活用については，さらに機会を増やしていきたい。 

(3)小学校において，外国語の免許をもっていない教員が多く，教員研修は不可欠である。指導者が年 

間計画のもと共通理解を図り，指導内容や指導方法を工夫していくことが大切になる。 

 

７．おわりに 

  文字指導は，ICT がなければできないということではない。しかし，様々な効果をもつ ICT 機器を使う

ことで，児童の目は輝き，意欲をもって学習に取り組むことができる。「一斉学習」での電子黒板でのアル

ファベット文字の提示，「個別学習」または「グループ学習」でのタブレット使用により，指導方法の多様

化・効率化を図ることができた。また，県内外の ALT を招いての Meet the World はもちろん，インターネ

ット回線を利用して，スカイプによるオーストラリアのファーラー小学校とのリアルタイムの交流授業で

は，同年代の児童と交流し，グローバルな視野をもつ可能性を広げられたことは，今年度の大きな成果で

ある。来年度は，さらにデジタルコンテンツを開発し，ICT 機器を活用の場を広げ，児童の英語でのコミ

ュニケーション能力を一層高めていきたい。 
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